
市制施行75周年記念式典
野焼きは法律で原則禁止
５年に一度の国勢調査始まる
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市制
施行75周年

綾部市は
市制施行75周年を迎えました
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周
年
記
念
特
別
表
彰
43
人
・
７
団

体
を
表
彰
。
ま
た
、
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
の
神
農
巌
さ
ん
に
、

第
１
号
と
な
る
市
民
栄
誉
賞
を
贈

り
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）。
そ
れ
ぞ
れ
の

功
績
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

功
労
者

熊
内
武
司
（
神
宮
寺
町
）

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
教
育
や
子
育
て
施
策
、

施
設
整
備
を
は
じ
め
、
地
域
振
興

や
観
光
事
業
な
ど
幅
広
く
支
援
を

継
続
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

団
体
の
地
域
活
性
化
に
も
尽
力
さ

れ
、
市
政
と
地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
。

市
民
ら
２
２
０
人
が
参
加

式
典
に
は
、
来
賓
や
市
民
な
ど

２
２
０
人
が
出
席
。
国
歌
・
市
歌

の
斉
唱
、
世
界
連
邦
都
市
宣
言
読

み
上
げ
の
あ
と
市
民
憲
章
を
出
席

者
全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。
山
崎

善
也
市
長
は
式
辞
で
「
将
来
の
世

代
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

を
願
い
、
先
人
が
つ
な
い
で
き
た

ふ
る
さ
と
綾
部
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

52
人
・
16
団
体
を
表
彰

式
典
で
は
功
労
者
３
人
、
分
野

別
功
績
者
３
人
・
１
団
体
、
篤
志

者
２
人
・
８
団
体
、
市
制
施
行
75

中
田
義
孝
（
位
田
町
）

昭
和
62
年
に
茶
業
を
継
承
後
、

茶
園
の
改
良
や
機
械
化
に
よ
る
大

規
模
経
営
を
推
進
し
、
優
れ
た
技

術
で
高
品
質
な
茶
を
生
産
し
続
け

て
い
る
。
地
域
の
茶
業
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
産
地
の
発
展
や
後
継
者
育

成
に
も
尽
力
さ
れ
、
本
市
の
茶
業

振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

た
。

平
野
正
明
（
西
町
一
丁
目
）

平
成
14
年
に
市
議
会
議
員
に
就

任
し
、
平
成
18
年
ま
で
住
民
の
代

弁
者
と
し
て
地
方
自
治
に
尽
力
さ

れ
た
ほ
か
、
各
種
団
体
の
長
を
歴

任
。
商
工
会
議
所
副
会
頭
在
任
中

に
綾
部
バ
ラ
園
の
整
備
や
観
光
協

会
会
長
時
に
は
夏
あ
か
り
や
夢
ラ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
観
光

と
交
流
の
促
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

ド
リ
ム

ふるさと綾部を持続的に発展

市制施行記念日の８月１日、市は里町
の中丹文化会館で市制施行75周年記念
式典を開催。市の歴史に思いを巡らせな
がら、出席者全員で節目を祝いました。

綾
部
市
民
栄
誉
賞
と
は

し
ん
の
う
い
わ
お

本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
る
人

物
で
、
各
分
野
に
お
い
て
顕

著
な
功
績
を
挙
げ
た
人
を
た

た
え
る
表
彰
制
度
で
す
。

ふるるさとととととと綾綾部を持続続続ふふふるるるさささささささささささささささささとととととととととととととととととととととととととと綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾綾部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部をををををををををををを持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持続続続続続続続続続続続続続
市制施行75周年記念式典

市長から市民栄誉賞を受ける神農巌さん

篤
志
者

四
方
祥
樹
（
東
京
都
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
大
槻
ポ
ン
プ
工

業
（
本
町
七
丁
目
）▽
科
研
電
機

（
福
知
山
市
）▽
片
山
化
学
工
業

研
究
所
（
大
阪
市
）▽
住
友
理
工

（
愛
知
県
小
牧
市
）▽
富
永
商
事

（
神
戸
市
）▽
福
田
工
業
（
大
阪

府
枚
方
市
）▽
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス

（
京
都
市
）▽
三
ツ
星
ベ
ル
ト
（
神

戸
市
）

市
制
施
行
75
周
年
記
念
特
別
表
彰

　
議
会
功
労
＝
荒
木
敏
文
（
和
木

町
）▽
井
田
佳
代
子
（
味
方
町
）▽

岡
英
晃
（
広
瀬
町
）▽
種
清
喜

之（
物
部
町
）▽
松
本
幸
子（
岡
町
）

行
政
功
労
＝
故
・
川
端
雄
次
（
十

倉
志
茂
町
）▽
齋
井
隆
司
（
十
倉

向
町
）▽
白
波
瀬
悦
夫
（
十
倉
名

畑
町
）▽
綾
部
市
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
（
若
竹
町
）
市
民
福
祉
功

労
＝
青
野
美
智
子
（
東
山
町
）▽

久
木
和
子
（
新
町
）▽
熊
谷
由
紀

（
新
宮
町
）▽
白
波
瀬
均
（
岡
町
）

▽
遠
坂
暁
宏
（
本
町
三
丁
目
）▽

長
岡
節
子
（
小
西
町
）▽
綾
部
医

師
会
（
青
野
町
）▽
綾
部
市
環
境

市
民
会
議
（
野
田
町
）▽
綾
部
市

自
治
会
連
合
会
（
西
町
三
丁
目
）

産
業
観
光
功
労
＝
大
槻
浩
平
（
駅

前
通
り
）▽

野
素
尚
（
幸
通
り
）

▽
鎌
部
勉
武（
五
津
合
町
）▽
シ
ャ

ン
プ
ー
ハ
ッ
ト
て
つ
じ（
大
阪
市
）

▽
村
上
朔
生
（
小
貝
町
）▽
山
下

信
幸
（
神
宮
寺
町
）▽
あ
や
べ
太

鼓
保
存
会
（
並
松
町
）▽
位
田
太

鼓
保
存
会
（
位
田
町
）▽
山
家
郷

土
芸
能
保
存
会
（
鷹
栖
町
）
教
育

功
労
＝
渡
邉
匡
規
（
上
延
町
）
文

化
ス
ポ
ー
ツ
功
労
＝
井
田
正
明

（
味
方
町
）▽
岩
崎
満
（
寺
町
）▽

岩
見
正
典
（
七
百
石
町
）▽
大
槻

武
（
舘
町
）▽
鬼
口
仁
志
（
岡
町
）

▽
木
下
和
美
（
本
町
七
丁
目
）▽

塩
見
勝
美
（
神
宮
寺
町
）▽
諏
訪

好
晴
（
上
延
町
）▽
搗
頭
重
行
（
下

八
田
町
）▽
辻
井
三
智
子
（
梅
迫

町
）▽
西
村
文
義
（
味
方
町
）
消

防
功
労
＝
上
野
順
司（
於
与
岐
町
）

▽
大
島
哲
也
（
福
知
山
市
）▽
岡

井
保
（
向
田
町
）▽
岡
田
敏
壽
（
篠

田
町
）▽
小
林
昌
宏
（
新
庄
町
）▽

竿
山
祐
一
（
井
倉
町
）▽
髙
橋
伸

一
（
味
方
町
）▽
髙
橋
要
一
朗
（
桜

が
丘
二
丁
目
）▽
瀧
花
秀
樹
（
於

与
岐
町
）▽
⻆
山
和
己
（
忠
町
）▽

松
本
龍
心
翔
（
物
部
町
）

市
民
栄
誉
賞

神
農
巌
（
大
津
市
）

市
の
歩
み
を
動
画
で
紹
介

式
典
の
開
会
前
に
は
、
市
の
歩

み
を
映
像
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

動
画
は
、
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
左
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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分
野
別
功
績
者

加
柴
和
成
（
金
河
内
町
）▽
髙

崎
忍
（
並
松
町
）▽
山
本
み
さ
子

（
西
町
二
丁
目
）▽
下
市
自
主
防
災

会
（
物
部
町
）

か
ず
し
げ

た
か
し

つ
と
む

さ
く
お

た
だ
き

り

お

と

す
な
お

1950（S25）年

1952（S27）年

1955（S30）年

1956（S31）年

1974（S49）年

1981（S56）年

1989（H元）年

1990（H2）年

1997（H9）年

1998（H10）年

2000（H12）年

2001（H13）年

2003（H15）年

2005（H17）年

2007（H19）年

2010（H22）年

2014（H26）年

2015（H27）年

2017（H29）年

2018（H30）年

2019（R元）年

2023（R5）年

2025（R7）年

市制施行・第１次合併（綾部町・
中筋村・吉美村・山家村・西八田
村・東八田村・口上林村）
世界連邦都市宣言（日本で第１号）

平和塔建立

第２次合併（豊里村・物部村・志
賀郷村・中上林村・奥上林村）

第３次合併（佐賀村 分村編入、現
在の市域になる）

市民憲章制定

藤山山頂に平和の鐘完成

中国・常熟市と友好都市締結

綾部市立病院開院

あやべ温泉「二王の湯」オープン

FMいかる開局

イスラエル・エルサレム市と友好
都市宣言

あやべ観光案内所オープン

あやべ健康プラザ「水夢」オープン

あやべ市民バス（あやバス）運行
開始
上林いきいきセンター開設

水源の里条例施行

綾部バラ園開園

あやべグンゼスクエアオープン

上林小・中一貫校開校

東綾小中一貫校開校

全小・中学校完全給食開始
（自校調理方法）

市民センター（あやべ・日東精工
アリーナ）竣工

あやテラス竣工

都市公園あやパーク完成
西部地域振興支援センター・消防
署西部出張所開設

綾部市75年のあゆみ

動画は
こちらから

式典に出席した被表彰者ら

会場では市の歩みを動画で紹介
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ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
の
焼
却
も
該
当

野
焼
き
と
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
た
ご
み
や
田
畑
の
雑
草
、
刈
っ
た
枝

な
ど
を
適
法
な
処
理
施
設
以
外
で
焼
却

す
る
行
為
の
こ
と
。
地
面
で
直
接
焼
却

す
る
場
合
だ
け
で
な
く
▽
ド
ラ
ム
缶
▽

ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
▽
素
掘
り
の
穴
▽
法
で
定

め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
焼

却
炉―

な
ど
で
の
焼
却
も
該
当
し
ま
す
。

野
焼
き
は
、
火
災
の
危
険
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、
焼
却
物
の
種
類
に
よ
っ
て

は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が

発
生
し
ま
す
。
煙
や
臭
い
、
飛
散
し
た

灰
な
ど
に
よ
り
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に
違

反
す
る
と
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
法
人

の
場
合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
）
ま
た

は
こ
の
両
方
が
科
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
１
月
か
ら
７
月
ま
で
に
本
市
で
発
生
し
た
11
件
の
火
災
の
う

ち
、
10
件
が
野
焼
き
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
過
去
に
は
森
林
や
住
宅

に
延
焼
す
る
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。ル
ー
ル
を
守
り
、火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁
止

野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁
止

火
災
ゼ
ロ
へ

火
災
ゼ
ロ
へ

市内の火災発生件数の推移

野焼きは原則禁止ですが、例外的に認められる場合があります。
野焼きを行う場合は、事前に消防本部などに届け出てください。

野焼きが例外的に認められるケースとは？ 火災防止のための注意点

野焼きに関するＱ＆Ａ
〈問い合わせ・届け出先〉

◯たき火等を行う際の届け出
　消防本部予防課　☎（42）0119

◯野焼きの相談・煙の苦情
　環境政策課　☎（42）1489

◯火入れ申請
　林政課　☎（42）4362

・風が強い日や空気が乾燥している日は絶対 
に行わない。
・焼却中はその場を離れず、消火用の水バケ
ツ・消火器を必ず準備する。
・周囲に燃えやすいものがないか、事前にしっ
かり確認する。
・近隣住民の迷惑・健康被害につながらないよ
う、風向きや実施時間などに十分配慮する。

・農業や林業を営む上で必要な焼却（稲わらなど）
・風俗習慣上、または宗教的行事での焼却
・災害時など緊急時の焼却　など

ただし、全て無条件で認められるわけではありません。
※タイヤやビニール・プラスチック類は絶対に焼
　却しないでください。

Ｑ．刈り草等はどうやって処分すればよいですか？
Ａ．「守ろうごみマナー」に基づき分別し、市の収
　 集に出すかクリーンセンターに直接持ち込ん
　 でください。また、刈り草は農地に還元する
　 など、ご協力をお願いします。
Ｑ．「火入れ」（※）はどうすればよいですか？
Ａ．事前に林政課へ申請し、許可を得てください。
※害虫駆除のため、生えたままの草木等を焼くこと

R元 R２ R４ R６ R７ （年）R３ R５

野焼きを行う際の注意点とお願い

５

３

５ ３

４ ７

３

10

６
７

５
３

８

１

野焼きが原因の火災

野焼き以外が原因の火災（
火
災
発
生
件
数
）

※R７は７月までの件数
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日
本
に
住
む
全
て
の
人
が
対
象

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
実

施
す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
。

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
か
ら
５
年
に

一
度
実
施
し
、
今
回
で
22
回
目
を
迎
え

ま
す
。
対
象
は
10
月
１
日
現
在
、
日
本

に
住
む
全
て
の
人
（
外
国
人
を
含
む
）

と
世
帯
で
す
。
調
査
す
る
の
は
▽
氏
名

▽
男
女
の
別
▽
出
生
年
月
▽
国
籍
▽
就

業
状
態
▽
世
帯
員
の
数
▽
住
居
の
種
類

―

な
ど
全
17
項
目
。
調
査
結
果
は
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
施
策
、災
害
・

防
災
対
策
、
都
市
交
通
計
画
と
い
っ
た

政
策
立
案
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、

民
間
企
業
の
出
店
計
画
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
で
簡
単
ア
ク
セ
ス

今
回
の
調
査
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
が
可
能
で
す
。
調
査
書
類
に
記
載
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
自
動
入
力
さ
れ
簡
単

に
回
答
を
始
め
ら
れ
ま
す
。
回
答
に
必

要
な
書
類
は
、
調
査
員
が
９
月
下
旬
ご

ろ
か
ら
順
次
、
各
世
帯
を
訪
問
し
配
布

し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
い
つ
で
も
回

答
可
能
。
回
答
漏
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で

き
、
郵
送
な
ど
の
手
間
も
か
か
ら
ず
便

利
で
す
。
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

本
年
は
５
年
に
一
度
の
「
国
勢
調
査
」
の
年
で
す
。
調
査
結
果
は
福

祉
施
策
や
災
害
対
策
、
企
業
の
経
済
活
動
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
回
答
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
手
軽
に
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
活
用
を

５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
始
ま
る

国勢調査の流れ

「インターネット回答依頼書」に記載の二次元コー
ドから
検索サイトから
ウェブブラウザのアドレスバーにe-kokusei.go.jp
を入力してもアクセスできます。同依頼書に記載
の「ログインID」と「アクセスキー」でログイン
してください

＜調査についての問い合わせ＞ ※通話料金がかかります。
　国勢調査コンタクトセンター☎0570(02)5901
　IP電話は☎03(6628）2258
　設置期間　９月16日（火）～11月７日（金）午前９時～午後９時

かたり調査に注意！
　国勢調査を装い、個人情報を聞き出
そうとする「かたり調査」に注意して
ください。
　調査員は、総務大臣が任命した非常
勤の国家公務員です。訪問時には、顔
写真付きの「調査員証」を携行してい
ます。不審な電話や訪問があれば、総
務課☎（42）0502へご連絡ください。

インターネット回答のアクセス方法

回答完了

パソコン

スマホ

９月下旬～
調査員がインターネット回答の利用案内と紙の調査票を配布

パソコンや
スマートフォンで回答

回答期間 9/20㊏～10/8㊌

郵送するか調査員に提出
回答期間 10/1㊌～10/８㊌

国勢調査オンライン 検索
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水
無
月
ま
つ
り
の
花
火
大
会
が
無
事

終
了
し
た
。
今
年
は
旧
市
民
セ
ン
タ
ー

跡
地
に
完
成
し
た
「
あ
や
パ
ー
ク
」
に
献

灯
神
事
や
点
灯
式
の
場
所
が
移
さ
れ
、

ま
た
同
パ
ー
ク
内
に
観
覧
招
待
席
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
新
し
い
試
み
も
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
は
花
火
と
万
灯
流
し
の

両
方
を
楽
し
め
る
。
隣
接
す
る
屋
台
も

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

　
花
火
は
大
好
き
だ
。
時
代
と
と
も
に

進
化
す
る
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
美
し

さ
を
堪
能
す
る
一
方
、
一
瞬
の
き
ら
め

き
で
も
っ
て
散
っ
て
い
く
そ
の
儚
さ

に
、
様
々
な
想
い
を
重
ね
て
ち
ょ
っ
ぴ

り
セ
ン
チ
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。

ま
さ
に
真
夏
の
夜
の
夢
の
象
徴
と
し
て

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
あ
っ
て
も
リ
ア
ル
（
本
物
）
を
求
め

て
、
猛
暑
と
喧
騒
の
会
場
に
足
が
向
く

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
翌
朝
に
は
「
ク
リ

186

ー
ン
水
無
月
」
と
称
し
て
多
く
の
市
民

や
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
清
掃
作
業
が

実
施
さ
れ
た
。
一
夜
の
非
日
常
か
ら
日

常
の
現
実
に
戻
る
こ
と
に
な
る
が
、
記

録
的
な
酷
暑
の
中
、
実
行
委
員
会
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
に
は

感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。
祭
り
の
後
の

一
抹
の
寂
し
さ
と
余
韻
に
浸
り
な
が
ら

も
、
清
々
し
い
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
一
方
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
終

わ
り
新
し
い
政
治
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
や
物
価
高
騰

対
策
な
ど
に
関
し
て
各
党
が
そ
れ
ぞ
れ

の
主
張
を
展
開
し
、
国
民
の
審
判
を
受

け
た
。
参
院
選
は
政
権
選
択
に
は
及
ば

な
い
の
が
常
で
あ
る
が
、
少
数
与
党
政

権
の
発
足
後
、
初
め
て
の
国
政
選
挙
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
国
民
の
関
心
も
高

く
、
各
党
が
し
の
ぎ
を
削
っ
た
。
選
挙

も
あ
る
意
味
〝
政
治
の
お
祭
り
〞
と
言

え
ば
不
謹
慎
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
て

こ
ち
ら
の
祭
り
の
後
も
清
々
し
い
気
持

ち
で
結
果
を
受
け
入
れ
、
将
来
を
託
す

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。「
バ
ラ

マ
キ
合
戦
」
と
も
揶
揄
さ
れ
た
選
挙
目

当
て
の
近
視
眼
的
な
政
策
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
百
年
の
計
と
も
い
え
る
道
を
見
誤

る
こ
と
が
な
か
っ
た
か…

今
回
の
選
択

が
〝
後
の
祭
り
〞
に
な
ら
な
い
こ
と
を

念
じ
て
い
る
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

祭
り
の
あ
と

は
か
な

さ
ま
ざ
ま

に
ぎ

け
ん
そ
う

す
が
す
が

や  

ゆ
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納
涼
祭
を
契
機
に
Ｕ
タ
ー
ン
増
へ

内
久
井
町
は
、
市
内
西
部
地
域
を
流

れ
る
犀
川
流
域
の
最
奥
に
位
置
す
る
集

落
。
高
齢
化
や
空
き
家
の
増
加
が
進
む

中
、
地
元
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進

す
る
た
め
、
令
和
２
年
に
水
源
の
里
・

内
久
井
は
発
足
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
納
涼
祭
＝
写
真
＝
の

企
画
・
運
営
で
す
。
祭
り
は
、
盆
の
墓

参
り
に
合
わ
せ
、
毎
年
８
月
13
日
に
自

治
会
と
協
力
し
て
開
催
。
住
民
や
帰
省

し
た
家
族
が
集
い
、
交
流
を
深
め
る
場

と
し
て
定
着
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
遠
方

に
住
む
集
落
出
身
者
が
、
地
域
行
事
に

参
加
し
て
く
れ
る
機
会
が
増
え
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
も
あ
っ
た
」
と
倉
橋
正
暢
代

表
。「
今
後
は
、
西
部
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
維
持
と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。集
落
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
て
、

新
し
い
事
業
が
で
き
た
ら―

」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
〝
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
〞

や
日
々
を
楽
し
く
暮
ら

す
コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

   

内
久
井

さ
い

祭
り
の
当
日
は
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
が
出
店
。

幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
す

ま
さ
の
ぶ

世
界
で
は
混
迷
続
く

　
本
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
か

ら
80
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
尊
い

命
を
奪
う
戦
争
は
、最
大
の
人
権
侵
害
。

決
し
て
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
世
界
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め
、
今
も
な
お

各
地
で
戦
争
や
紛
争
の
惨
禍
が
続
き
、

人
権
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

あ
ら
ゆ
る〝
い
の
ち
〞の
共
生
目
指
す

　
現
在
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
先
端
技
術
の
発
信
と

と
も
に
、
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
の
万
博
の
テ
ー
マ

は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
が
多
様

性
を
認
め
合
い
、
分
断
や
地
球
規
模
の

課
題
を
乗
り
越
え
、
あ
ら
ゆ
る
〝
い
の

ち
〞
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
狙
い
が
、
国
連

が
提
唱
す
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
達
成
へ
の
貢
献
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
気
候
変
動
や
貧
困
、
格
差

な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の
世
界
共
通
の

行
動
目
標
。
そ
の
前
文
に
は
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
誓
い

「
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
す
」
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
６
５
の
国
や
地
域
、
国
際
機
関

が
集
う
こ
の
機
会
に
、改
め
て
「
平
和
」

や
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
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シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

戦
後
80
年
と
大
阪
・
関
西
万
博

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

右手拳の甲の上で親指と小指を
立てた左手を左右に振る
（左右の手は逆でも可）

今
月
の
手
話

人
材

つながろう

手話
で

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ日 時  ９月19日(金)午後６時30分～

場 所  あやテラス・ホール（青野町）
演 題  私たちは部落問題とどう向き合っ
　　   ていくのか
講 師  衣笠尚貴さん
　　  （鳥取市人権情報センター研究員）

第３回人権を考えるセミナー

〈問い合わせ〉
社会教育課☎（42）4326　F（43）0991

ご参加
ください

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は綾部小学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

ご飯が進む
「万願寺甘とう

と豚肉のみそだ
れ丼」

夏バテ防止に
「わかめととうがんのおつゆ」

7月9日(水)
　この日は、市の特産品を使った給食を提供する「あや
べ丸ごといただきます　あじわいランチの日」。地域の
特産品に興味・関心を持つきっかけづくりとして、年５
回実施しています。今回のメニューは、肉厚な「万願寺
甘とう」を使った夏のスタミナ丼。食欲の落ちる夏に、
食べやすいみそ味にしました。
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月の子育て行事9 ★は要予約

子育てねっと

広報あやべ　　　　　　 2025.8

相談・教室など

①育児相談

②助産師相談

行 事 名 対　象 日　時
生後４カ月～就学前の乳幼児と保護者

妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族 ９月３、10、17、24日(水)9:00～正午

９月９日(火)離乳食初期＝9:30～10:30
離乳食中・後期＝10:45～12:30
（オンライン参加も可）

９月２日(火)午前

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

④離乳食講座 生後５～11カ月ごろの乳児の保護者

９月28日(日)10:00～11:30
内容：親子Sweets Labo（おやつづくりと親子リズム体操）⑦里山エリアはぐくみ事業 ２歳６カ月～小学６年生の子と保護者

９月６日(土)9:30～正午（前後する場合があります）

⑤産後ママのリフレッシュケア おおむね生後１～６カ月の乳児と産婦 ９月10日(水)、26日(金)10:00～14:30
⑥親子クッキング ５歳～小学６年生の子と保護者 ９月28日(日)９:30～13:30

③ぷくぷくひろば 妊婦、生後６カ月までの乳児と産婦、その家族

場所：①②③④⑥こども家庭センター（保健福祉センター内、青野町)、⑤あやべ温泉二王館（睦寄町)、⑦綾東こども園（十倉名畑町）

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377

おやこde体操（リズム体操）
CoCoぷらす講座（ミュージック・ケア）
CoCoひろば（あやっこうんどう会）    

２歳～小学２年生の子と保護者（15組）
０～３歳の子と保護者
未就学の子と保護者

９月６、20日(土)
９月24日(水)
９月26日(金)

10:30～11:00

10:30～11:30

時 間 予約
★
★

日 程対 象イベント

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022

おみせやさんごっこ
プレゼントつくり（敬老の日）
おやこdeレク
７、８、９月のおたんじょう会      

未就学の子と保護者

９月２日(火)
９月９日(火)
９月16日(火)
９月30日(火)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195

お祭りやさんごっこ
おまわりさんの優しい交通安全教室
９月お誕生会＆おたのしみ      

未就学の子と保護者
９月８日(月)
９月22日(月)
９月29日(月)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

※各施設ファクスでの申し込み・問い合わせは子育て支援課F(45)6270へ

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845

ボールプール
木のおもちゃとのふれあい
運動会練習      

未就学の子と保護者
９月11日(木)
９月18日(木)
９月25日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

※内容が変更になる場合があります

9

あやちゃん健康だより ＜申し込み・問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

広報あやべ　　　　　　 2025.8

健康ひろばを開催します！
テーマは「高血糖」

　健康相談のほか、血糖値が上がりにくいメニューの試食会も
予定しています。血糖値を改善したい人、関心のある人など、
多数ご参加ください。

健康診査・がん検診はお済みですか。

　集団健診は先着定員制です。
まだ受けていない人は、すぐに
申し込んでください。
　特定健診・長寿いきいき健診
は、待ち時間の少ない公民館等
での受診がお勧めです。

対　象　市内在住の人
定　員　先着15人（要予約）
費　用　無料
持ち物　健診結果、検査結果など

熱中症から命を守ろう！ エアコンの適切な利用やこまめな水分・塩分補給を！

ふれあいセンター（大島町）

農村婦人の家（岡安町）

東八田公民館（梅迫町）

豊里コミュニティセンター（栗町）

基幹集落センター（鷹栖町）

健康ファミリーセンター（武吉町）

保健福祉センター（青野町）

物部営農指導センター（物部町）

志賀郷公民館（志賀郷町）

ふれあいセンター（大島町）

場　所時　間日　程

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:30～11:00

９/３（水）

10/16（木）

10/27（月）

９/16（火）

10/2（木）

10/３（金）

11/７（金）

場　　所日 程

午前

午前

午後

午前

午前

午後

対 象 市内在住の人

WEB申し込みは
こちらから▼

★でも本当に悪いのは犬じゃない★

これらは全て飼い主の責任です。

愛犬が嫌われ者にならないように

愛犬を社会に気持ちよく受け入れてもらうために、
マナーはしっかり守りましょう。

かいぬし
が

わるーい

（事故防止・周囲の安全のため）

・ 必ずふん尿の後始末を！
・ 散歩中は必ずリードを装着！

★ふん尿放置わんこ★
WANTED

※会場によっては、申し込み締め切り日前に
　受け付けを終了しています。



ネ
ッ
ト
＝
左
二
次
元
コ
ー
ド
＝
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
４（
30
）９
０
０
０

F
０
７
７
４（
55
）７
７
０
８

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
予

備
講
習
会

市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
に
定

め
る
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験

に
際
し
、
必
要
な
予
備
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
27
日（
土
）９
時
〜
16

時
30
分
。
場
所
／
消
防
署
３
階
講

人
で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す

る
人
。
①
民
間
企
業
に
雇
用
さ

れ
、
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

10
時
間
以
上
（
た
だ
し
、
企
業
が

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
基
づ

く
助
成
金
を
活
用
し
て
も
雇
用
の

継
続
に
支
障
が
残
る
場
合
に
限

る
）。
②
自
営
業
者
等
で
、
当
該

自
営
業
等
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ

り
所
得
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、
労

働
時
間
が
１
週
間
の
う
ち
10
時
間

以
上―

。
申
請
方
法
／
必
要
書
類

を
障
害
者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

合
理
的
配
慮
を
学
び
ま
せ
ん
か

府
は
、
職
場
で
の
聴
覚
障
害
者

の
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
学
ぶ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
講
座
を
行
い
ま
す
。

内
容
／
当
事
者
に
よ
る
合
理
的
配

慮
を
考
え
る
座
談
会
の
配
信
。
期

間
／
９
月
27
日（
土
）〜
10
月
11
日

（
土
）。
受
講
方
法
／
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
動
画
視
聴
（
申

し
込
み
者
に
視
聴
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送

付
し
ま
す
）。
対
象
／
聞
こ
え
に

く
い
人
や
聞
こ
え
な
い
人
と
そ
の

家
族
、
関
係
者
、
事
業
者
な
ど
。

参
加
費
／
無
料
。
申
し
込
み
／
９

月
25
日（
木
）ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー

明
と
体
験
▽
ぬ
り
絵
▽
子
ど
も
用

救
急
服
を
着
て
記
念
撮
影
▽
消
防

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
け
し
太
君
」

の
顔
出
し
看
板
設
置―

な
ど
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

日
頃
の
悩
み
な
ど
を
相
談
し

ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
16
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
１
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）。

対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長
　
永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

重
度
障
害
者
等
の
就
労
を
支
援

市
は
、重
度
障
害
者
等
に
対
し
、

通
勤
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
支
援

を
行
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
重

度
訪
問
介
護
か
同
行
援
護
、
行
動

援
護
の
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

市
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
は
、
９
月
21
日（
日
）

か
ら
30
日（
火
）ま
で
、
令
和
７
年

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
紅
葉
の
手
　
笑
顔
で
止
ま

る
　
京
の
道
」。
夕
暮
れ
時
に
は
、

歩
行
者
は
明
る
い
目
立
つ
色
の
服

装
で
反
射
材
を
身
に
着
け
、
運
転

者
は
車
の
ラ
イ
ト
を
早
め
に
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
乗
車
時
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
左
側
を

通
行
し
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
の
30

日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
で
す
。

問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

救
急
フ
ェ
ア

市
消
防
本
部
は
、
救
急
医
療
週

間（
９
月
７
日（
日
）〜
13
日（
土
））

の
関
連
事
業
と
し
て
「
救
急
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
31
日（
日
）９
時
〜
正

午
。
場
所
／
総
合
運
動
公
園
（
上

杉
町
）。
内
容
／
応
急
手
当
の
説

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

広報あやべ　　　　　　 2025.8

募
集

堂
（
味
方
町
）。
受
講
料
／
危
険

物
安
全
協
会
会
員
と
そ
の
従
業

員
、
学
生
は
５
千
円
、
そ
の
ほ
か

は
７
千
円
。
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必

要
。
申
し
込
み
／
同
本
部
予
防
課

へ
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

市
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

仕
様
／
１
枠
は
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、

横
１
８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ

ト
以
内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
原
則

10
月
１
日（
水
）〜
令
和
８
年
３
月

31
日（
火
）。
費
用
／
１
月
５
千

円
。
掲
載
場
所
／
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

下
部
。
申
し
込
み
／
８
月
29
日

（
金
）ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

hisyokoho@
city.ayabe.

　
　lg.jp

令
和
７
年
度
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

府
選
挙
管
理
委
員
会
と
府
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
明
る
い

日（
日
）に
中
丹
文
化
会
館（
里
町
）

で
開
催
す
る
「
第
46
回
綾
部
市
民

合
唱
祭
」
へ
の
出
演
団
体
と
合
唱

団
あ
や
べ
の
団
員
を
募
集
し
ま

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出
演
団
体
＝
参
加
費
／
１
団
体
１

５
０
０
円
。
申
し
込
み
／
９
月
24

日（
水
）ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
。

合
唱
団
あ
や
べ
の
団
員
＝
参
加
費

／
千
円
（
小
・
中
学
生
無
料
）。

合
唱
曲
／
「
聞
こ
え
る
」「
ふ
る

さ
と
は
あ
や
べ
」
の
２
曲
。
申
し

込
み
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
同
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

府
は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人

や
途
中
で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人

に
、
話
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く

書
い
て
伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養

成
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

日
程
／
共
通
講
座
＝
10
月
19
日

（
日
）、
11
月
１
日（
土
）、
16
日

（
日
）。
手
書
き
コ
ー
ス
＝
12
月
27

日（
土
）、
令
和
８
年
１
月
25
日

（
日
）、
２
月
28
日（
土
）。
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス
＝
12
月
７
日（
日
）、
令

和
８
年
１
月
10
日（
土
）、
２
月
22

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
府
内
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
と
府
内

に
在
住
の
人
。
提
出
先
／
市
選
挙

管
理
委
員
会
。
児
童
・
生
徒
は
学

校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。提
出
期
限
／
９
月
12
日（
金
）。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎（
42
）４
２
２
９

綾
部
市
美
術
展
作
品

市
は
「
第
42
回
綾
部
市
美
術

展
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門
／
書
、
絵
画
、
写
真
、

立
体
造
形
。
募
集
要
項
は
市
役
所

の
ほ
か
、
市
内
公
共
施
設
等
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
搬
入
日
時
／
令

和
８
年
１
月
５
日（
月
）13
時
〜
20

時
、
６
日（
火
）10
時
〜
正
午
。
搬

入
場
所
／
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
１
階
研
修
室
（
市
民
セ
ン

タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）。
そ
の
他

／
美
術
展
の
会
期
は
、
令
和
８
年

１
月
29
日（
木
）〜
２
月
１
日（
日
）。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎（
42
）４
３
５
６

市
民
合
唱
祭
へ
の
出
演
者

綾
部
市
合
唱
連
盟
は
、
12
月
７

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス

11

日（
日
）。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
自
宅
学

習
あ
り
。
時
間
／
10
時
30
分
〜
16

時
30
分
。
場
所
／
府
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
）。
受
講

料
／
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
４
千
円
と
教
材
等
一
部
自
己
負

担
あ
り
。
申
し
込
み
／
９
月
８
日

（
月
）〜
29
日（
月
）17
時
。
そ
の
他

／
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
京
都

聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
（
府
要
約
筆
記
者
養
成

講
座
事
務
局
）

　
☎
０
７
７
４（
30
）９
０
０
０

F
０
７
７
４（
55
）７
７
０
８

８
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
２
９
７
８
７
人
（
男
１

４
２
７
３
、
女
１
５
５
１
４
）。
世

帯
数
は
１
３
７
８
６
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

11
件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

７
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
９
２
㌧
（
前
年
同
月
比
６
・

２
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す

る
ご
み
は
74
㌧
（
同
９
・
５
㌫
増
）

で
し
た
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

広報あやべ　　　　　　 2025.8

＝メール



元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
9
月
17
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

糖
尿
病
教
室

■日
9
月
17
日（
水
）■時
14
時
〜
15
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

先
着
50
人

■問
市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

介
護
者
家
族
教
室

■日
9
月
19
日（
金
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
43
）２
８
８
８
F（
45
）４
５
２
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
9
月
30
日（
火
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

■日
9
月
７
日（
日
）■時
10
時
〜

■場
岩
王
神
社
（
七
百
石
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ×

ミ
ニ
手
作

り
市×

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
フ
ェ
ス

■日
9
月
14
日（
日
）■時
10
時
〜
15
時

■場
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
青
野
町
）

■問
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

F（
43
）０
８
３
３

萩
ま
つ
り
（
正
暦
寺
）

■日
9
月
23
日（
火･

祝
）■時
10
時
〜
15
時

■場
正
暦
寺
（
寺
町
）

■問
正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

第
39
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ア
２
０
２
５

■日
9
月
28
日（
日
）■時
13
時
〜

■場
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団

☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
9
月
3
、
17
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
、
１
人
50
分

■申
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
9
月
3
、
17
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

も
の
忘
れ
相
談

■日
9
月
３
日（
水
）

■時
14
時
〜
15
時
、
15
時
〜
16
時

■場
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

※
定
員
２
組
。
申
し
込
み
は
８
月
29

日（
金
）ま
で

■申
■問
地
域
包
括
支
援
課

☎（
42
）４
２
６
２
F（
42
）０
０
４
８

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
9
月
5
日（
金
）

■時
10
時
〜
16
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）２
７
７
１

地
域
女
性
活
躍
促
進
講
演
会

■日
9
月
６
日（
土
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
9
月
9
、16
日（
火
）■時
９
時
〜
17
時

■場
９
日
＝
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議

室
、16
日
＝
綾
部
会
館
（
味
方
町
）

※

各
日
定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５
F（
22
）３
８
１
６

耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日
9
月
9
日（
火
）■時
13
時
〜
15
時
30
分

■場
物
部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー（
物
部
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

ひ
き
こ
も
り
出
張
相
談

■日
9
月
10
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

■問
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

☎
０
９
０（
７
３
６
３
）８
５
３
０

人
権
相
談

■日
9
月
10
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

12

講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
9
〜
10
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

広報あやべ　　　　　　 2025.8

※

物
部
、
上
林
は
９
月
８
日（
月
）

ま
で
に
申
し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
9
月
10
日（
水
）■時
13
時
〜
16
時

■場
旧
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
本
町
二
丁
目
）

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８
F（
22
）３
８
１
６

空
き
家
相
談
会

■日
9
月
11
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
９
月
４
日（
木
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
9
月
16
日（
火
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

各
時
間
定
員
２
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日
9
月
17
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
9
月
17
日（
水
）■時
13
時
〜
16
時

■場
旧
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
本
町
二
丁
目
）

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
9
月
18
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
9
月
18
日（
木
）■時
13
時
〜
17
時

■場
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

※

申
し
込
み
は
９
月
11
日（
木
）８
時

30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
書
士
相
談

■日
9
月
19
日（
金
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

行
政
相
談

■日
9
月
22
日（
月
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
9
月
24
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
宮
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
45
）４
５
２
０
F（
45
）４
５
２
１

交
通
事
故
相
談

■日
9
月
25
日（
木
）

■時
13
時
〜
15
時
30
分

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）、

舞
鶴
総
合
庁
舎
（
舞
鶴
市
）

■申
■問
府
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
７
５（
４
１
４
）４
２
７
４

償
還
・
生
活
相
談

■日
9
月
26
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
宮
町
）

※

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た

人
対
象

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
45
）４
５
２
０
F（
45
）４
５
２
１

多
重
債
務
相
談
（
司
法
書
士
会
）

■日
10
月
7
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
９
月
30
日（
火
）〜

10
月
３
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
９
月
７
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
9
月
7
、
21
日（
日
）

■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日
9
月
４
、
11
、
18
、
25
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

☎（
42
）４
２
４
６
、☎（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

７
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

荻
野
靖
巳･

か
つ
子
（
味
方
町
）

１
０
０
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
（
京
都
市
）

３
０
０
万
円

《
市
制
施
行
75
周
年
記
念
式
典
に
》

ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
京
都
工
場

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
三
丁
目
）

ま
ゆ
ピ
ー
プ
ラ
モ
デ
ル
（
非
売
品
）

３
０
０
個

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

３
２
７
件
２
千
２
５
１
万
３
千
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

13

無
料
開
放

広報あやべ　　　　　　 2025.8

■時
19
時
ま
で

窓
口
延
長
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清流で「見釣り」に挑戦
　上林川を守る会（西川卓男会長）と子育てサークル
ふれあいセミナー（池田香理代表）は７月19日、ふ
るさとの川に興味を持ってもらう機会にと、弓削橋
付近（五津合町）の上林川で「魚つり教室」を開催
しました。市内の多数の小・中学生が、短いさおを
使い水中をのぞいて釣る「見釣り」に挑戦。青空の下、
夏の暑さを忘れて魚影を追いました。父親と参加し
た田中陽輝君（綾部小学校２年生）は「釣れて楽しかっ
た。また来たい」と顔をほころばせました。

はる  き

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎
善也・綾部市長）は７月30日から８月24日
まで、原爆ポスター展を図書館の特別展示
「80年前、日本は戦場だった。」と同時開催。
訪れた人は、広島平和記念資料館から提供を
受けた「原爆の絵」や世界連邦運動の取り組
みを紹介するパネル、戦争に関連する図書な
どを熱心に観覧し、平和への思いを募らせて
いました。

戦争と平和を考える

　綾部の夏の一大イベント「あやべ水無月まつり」（同
まつり実行委員会主催）が７月26日、市街地一帯を会場
に開催されました。「あやべ良さ来い」が行われたあやべ・
日東精工アリーナ駐車場（市民センター、西町三丁目）
では、出演者が迫力ある太鼓演奏やダンス、よさこいを
次々と披露。会場は、観客の拍手と熱気に包まれました。
　本年は、「あやパーク」（並松町）を花火の観覧場所と
して開放しました。夕刻になり、花火打ち上げの時間が
近付くと芝生広場に家族連れや
若者たちが続々と来場。4,000発
の花火が夜空を彩るたびに歓声
を上げていました。

あやパークで花火満喫

15 広報あやべ　　　　　　 2025.8

　市は７月13日、青野町の図書館で「なつのつどい」を
開催しました。ミニミニシアターでは、真っ暗な中、ブ
ラックライトを使って「おばけなんてないさ」「大きな
古時計」「金のオノ銀のオノ」を上演。家族連れが一緒
に歌ったり、物語に聞き入ったりして楽しみました。
　また、丹後視力障害者福祉センターの職員を招き、親
子で体験する点字教室も実施しました。参加者は、点字
を打つための道具を使い、メッセージカードや名刺作り
に挑戦。弱視の人の見え方体験などもあり、見えない・
見えにくい人を支える道具や暮らしについて理解を深め
ました。

図書館「なつのつどい」
親子でミニミニシアターと点字体験

　「あやべ夜の市」（持ちつ持たれつ実行
委員会主催）が７月19日、あやパーク（並
松町）で開催されました。同イベントは
平成28年以来、９年ぶりに復活。昔懐か
しい雰囲気を演出するため、キッチンカー
を無くし、屋台だけで構成されました。
会場では、和太鼓演奏やヒーローショー、
鮎つかみ体験などさまざまな催しが繰り
広げられ、来場者は、夏の夜のひととき
を満喫していました。

夜の市が９年ぶりに復活

　７月28日、府畜産センター（位田町）で
開催された「乳牛ふれあい体験」に、親子
連れが多数参加しました。参加者は４組に
分かれて、牛舎の見学やエサやり、搾乳体
験に挑戦。普段は触れることのない乳牛に、
子どもたちは目を輝かせていました。西八
田小学校６年生の山田草君は「最初は牛の
大きさに驚いたけれど、動物が好きなので
触るのは怖くなかった。実際に体験してみ
て初めて知ったことも多く、良い思い出に
なった」と笑顔で話していました。

親子で乳牛とふれあい体験

そう
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９月17日受け付けスタート！

販売価格　１セット13,000円分の商品券を10,000円で販売
券の種類　①全店共通券500円×13枚
　　　　　②市内に本店がある小規模・中小企業者専用券500円×13枚
　　　　　※利用可能な店舗は、ちらしと商品券公式ホームページに掲載します。
販 売 数　17,500セット
販売対象　個人（上限５セット）

〈問い合わせ〉
綾部商工会議所
☎（42）0701
F（42）2777

９月17日（水）～29日（月）申込期間

申込方法
インターネット＝右二次元コード＝かちらしに添付の往復はがきの
どちらかで。ちらしは、９月17日（水）付けで新聞折り込みするほか、
同日から市商工労政課とＩ・Ｔビル（西町一丁目）で配布します。

10月14日（火）～11月４日（火）販売期間

10月14日（火）～令和８年２月28日（土）利用期間

　当選者には、10月７日（火）ごろに当選通知はがきを送付しま
す。同はがきを持参の上、次の引換場所で購入してください。
◇Ｉ・Ｔビル（西町一丁目）
　土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時
◇あやべ特産館（青野町）
　定休日（原則火曜日）を除く午前９時～午後５時

商品券公式
ホームページ

https://ayabe-
premium.jp/

プレミアム付商品券を発行

市と綾部商工会議所は、原油価格・物価高騰対策として市内の消費喚起を促し、地
域経済の活性化を図ることを目的に「綾部にエール！プレミアム付商品券2025」を発
行。９月17日から、購入の申し込みを受け付けます。




